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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月31日(2017.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結晶性ポリエステルからなるＡ層と前記結晶性ポリエステルとは異なる熱可塑性樹脂Ｂ
からなるＢ層が交互に合計１１層以上積層されてなる積層フィルムであって、ヤング率が
最も大きい方向（方向ａ）のヤング率をＥａとしたときに、Ｅａが５ＧＰａ以上であり、
示差熱量測定（以下ＤＳＣ）における第一の昇温カーブにおいて、積層フィルムが融解ピ
ークを有し、かつその融解ピークトップ温度をTmとして、Ｔｍ―１１０℃以上Ｔｍ－６０
℃以下の範囲で放熱ピークを有する積層フィルム。
【請求項２】
　前記放熱ピークにおける放熱量が０．１Ｊ／ｇ以上１０Ｊ／ｇ以下である請求項１記載
の積層フィルム
【請求項３】
前記融解ピーク温度Ｔｍが２５５℃以上である、請求項１または２に記載の積層フィルム
【請求項４】
方向ａと同一の面内で直交する方向（方向ｂ）のヤング率をＥｂとしたとき、比Ｅａ／Ｅ
ｂが２以上である、請求項１～３のいずれかに記載の積層フィルム。
【請求項５】
Ａ層，及びＢ層が以下を満たす、請求項１～４いずれかに記載の積層フィルム。
　Ａ層：ジカルボン酸成分とジオール成分を主たる構成成分とする芳香族ポリエステルで
あり、ジカルボン酸成分１００ｍｏｌ％中８０～１００ｍｏｌ％が２，６－ナフタレンジ
カルボン酸であり、ジオール成分１００ｍｏｌ％中８０～１００ｍｏｌ％がエチレングリ
コールであること。
Ｂ層：ジカルボン酸成分とジオール成分を主たる構成成分とする芳香族ポリエステルであ
り、ジカルボン酸成分１００ｍｏｌ％中４０～７５ｍｏｌ％が２，６－ナフタレンジカル
ボン酸であり、２５～６０ｍｏｌ％がイソフタル酸、１，８―ナフタレンジカルボン酸、
２，３―ナフタレンジカルボン酸からなる群から選ばれる少なくとも一つの成分であり、
ジオール成分１００ｍｏｌ％中８０～１００ｍｏｌ％がエチレングリコールであること。
【請求項６】
請求項１～５のいずれか記載の積層フィルムをＴｍ―１１０℃以上Ｔｍ－６０℃以下に熱
処理して得られる積層フィルム。
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【請求項７】
結晶性ポリエステルからなるＡ層と前記結晶性ポリエステルとは異なる熱可塑性樹脂Ｂか
らなるＢ層が交互に合計１１層以上となるように共押出して冷却固化したシートを延伸速
度１００%／秒以上の速度で一軸方向に延伸する積層フィルムの製造方法。
【請求項８】
二軸延伸した後に、前記延伸速度１００%／秒以上の速度で一軸方向に延伸する請求項７
記載の積層フィルムの製造方法。
【請求項９】
Ａ層，及びＢ層が以下を満たす請求項７又は８記載の積層フィルムの製造方法。
　層Ａ：ジカルボン酸成分とジオール成分を主たる構成成分とする芳香族ポリエステルで
あり、ジカルボン酸成分１００ｍｏｌ％中の８０～１００ｍｏｌ％が２，６－ナフタレン
ジカルボン酸であり、ジオール成分１００ｍｏｌ％中８０～１００ｍｏｌ％がエチレング
リコールであること。
層Ｂ：ジカルボン酸成分とジオール成分を主たる構成成分とする芳香族ポリエステルであ
り、ジカルボン酸成分１００ｍｏｌ％の４０～７５ｍｏｌ％が２，６－ナフタレンジカル
ボン酸であり、２５～６０ｍｏｌ％がイソフタル酸、１，８―ナフタレンジカルボン酸、
２，３―ナフタレンジカルボン酸からなる群から選ばれる成分であり、ジオール成分１０
０ｍｏｌ％中８０～１００ｍｏｌ％がエチレングリコールであること。
【請求項１０】
請求項７～９のいずれかの製造方法にて得られた積層フィルムをＴｍ―１１０℃以上Ｔｍ
－６０℃以下に熱処理して得られる積層フィルムの製造方法。
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